
『
太
極
図
』
と
朱
子
の

「
体
用
」
構
造
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魯
学
海

間
題
提
起

　
朱
子
研
究
に
お
い
て
、
多
く
の
学
者
は
体
用
を
理
気
に
対
応
さ
せ
て
、

「
理
体
気
用
」
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
は
正
し
い
と
言
え
る
け
れ
ど

も
、
そ
の
見
解
に
と
ど
ま
っ
た
な
ら
ば
、
朱
子
の
原
意
に
背
い
て
い
る
と

も
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
論
文
は
太
極
図
に
照
ら
し
て
一
最
後
の

挿
図
を
参
照
一
、
朱
子
の
体
用
構
造
を
検
討
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
も
し
理
と
気
が
、
朱
子
が
世
界
の
性
格
を
説
明
す
る
た
め
に
、
特
定
の

内
容
を
持
た
さ
れ
、
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
体
と
用

は
朱
子
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
が
特
定
さ
れ
て
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
う

べ
き
で
あ
る
一
次
に
論
ず
る
一
。
朱
子
は
、
理
気
、
或
い
は
心
性
情
関
係

だ
け
で
な
く
、
広
い
範
囲
で
実
体
と
現
象
、
内
容
と
機
能
（
効
用
、
或
い

は
表
現
一
な
ど
を
説
明
す
る
際
に
、
体
用
概
念
を
よ
く
活
用
し
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
体
用
は
体
と
用
の
両
方
関
係
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

太
極
図
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
　
「
無
極
而
太
極
」
か
ら
「
万
物
化

生
」
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
三
通
り
の
体
用
関
係
が
語
ら
れ
て
い
る
。
一

つ
は
無
極
而
太
極
と
陰
静
陽
動
の
体
用
関
係
、
一
つ
は
陰
静
陽
動
お
よ
び

五
行
生
成
混
合
す
る
と
き
の
体
用
関
係
、
も
う
一
つ
は
陰
陽
五
行
と
万
物

生
成
の
体
用
関
係
で
あ
る
。
台
湾
の
学
者
銭
穆
は
、
　
『
朱
子
新
学
案
』
で

「
体
用
は
分
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
け
れ
ど
も
、
ま
た
互
い
に
易
え
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
体
用
と
は
相
対
し
て
言
う
べ
き
も
の
で

あ
る
」
ω
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
体
用
不
変
の
定
説
と
正
反
対

で
あ
る
が
、
ま
た
相
対
し
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
気
も
す
る
。
実
に
、
朱
子

に
お
い
て
、
体
と
用
の
地
位
は
、
定
ま
っ
た
時
も
あ
れ
ば
、
定
ま
ら
な
い

時
も
あ
る
。
で
は
、
太
極
図
に
照
ら
し
て
、
朱
子
の
体
用
構
造
を
み
よ

う
。

体
用
不
定
と
定

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
体
と
用
は
物
事
の
性
質
を
あ
ら
わ
す
概
念

で
は
な
い
。
朱
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
大
抵
髄
用
無
儘
時
、
只
管
想
地
移
將
去
。
如
自
南
而
視
北
、
即
北
爲



　
　
北
、
南
爲
南
、
移
向
北
立
、
則
北
中
又
自
有
南
北
。
磯
用
無
定
、
這

　
　
庭
磯
用
在
這
里
、
那
鹿
磯
用
在
那
里
…
…
分
明
一
層
了
、
又
一
層
、

　
　
横
説
也
如
此
、
竪
説
也
如
此
。
翻
來
復
去
説
、
都
如
此
。
如
以
雨
儀

　
　
言
、
則
太
極
是
太
極
、
爾
儀
是
用
。
以
四
象
言
、
則
爾
儀
是
太
極
、

　
　
四
象
是
用
。
以
八
卦
言
、
則
四
象
又
是
太
極
、
八
卦
又
是
用
⑫

　
　
だ
い
た
い
体
用
が
尽
く
さ
れ
る
時
は
な
い
、
こ
の
ま
ま
移
っ
て
変
わ

　
　
り
ゆ
く
。
ま
さ
に
、
南
側
に
立
っ
て
、
北
を
見
る
時
、
北
は
北
、
南

　
　
は
南
で
あ
る
が
、
北
側
に
移
し
て
立
て
ば
、
ま
た
北
側
な
り
の
南
北

　
　
が
あ
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
体
用
は
定
ま
ら
な
い
、
こ
こ
の
体
用

　
　
は
こ
こ
に
あ
り
、
そ
こ
の
体
用
は
そ
こ
に
あ
る
・
…
・
・
一
分
層
を
明
ら

　
　
か
に
し
た
ら
、
ま
た
一
分
層
が
あ
る
。
横
か
ら
語
っ
て
も
、
縦
か
ら

　
　
語
っ
て
も
、
み
な
同
じ
で
あ
る
。
繰
り
返
し
て
語
っ
て
も
変
わ
ら
な

　
　
い
。
次
の
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
両
儀
か
ら
言
え
ば
、
太
極
は
太

　
　
極
、
両
儀
は
用
で
あ
り
、
四
象
か
ら
言
え
ば
、
両
儀
は
太
極
、
四
象

　
　
は
用
で
あ
り
、
八
卦
か
ら
書
え
ば
、
ま
た
四
象
は
太
極
、
八
卦
は
用

　
　
で
あ
る
。

　
っ
ま
り
、
体
と
用
の
場
所
が
変
わ
れ
ば
、
そ
の
内
容
も
移
し
変
わ
る
と

い
う
。
南
北
の
方
位
は
決
ま
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
立
っ
た
場

所
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
南
北
が
あ
る
か
ら
、
体
用
が
尽
く
さ
れ
な
い
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
朱
子
は
太
極
・
両
儀
・
四
象
・
八
卦
を
例
え
て
、
体
鼎

を
説
明
し
て
い
る
（
例
文
に
は
太
極
と
用
を
対
応
し
て
い
た
が
、
こ
こ
の

太
極
は
体
と
理
解
し
た
方
が
適
切
だ
ろ
う
）
。
視
点
と
立
場
が
変
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
太
極
は
体
、
両
儀
は
用
だ
け
で
な
く
、
両
儀
・
四
象
・
八

卦
も
体
に
な
り
得
る
と
、
朱
子
が
説
明
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
八
卦
も
体
に

な
る
と
き
が
あ
り
、
体
用
が
互
換
し
尽
く
す
こ
と
は
な
い
。
太
極
図
に
照

ら
し
て
み
る
と
、
陰
静
陽
動
と
五
行
生
成
混
合
、
お
よ
び
万
物
化
生
は
体

用
が
代
わ
る
代
わ
る
ド
ラ
マ
を
演
じ
る
舞
台
で
あ
る
。
こ
の
稟
賦
（
も
の

が
構
成
す
る
段
階
、
即
ち
太
極
図
に
書
か
れ
た
陰
静
陽
動
の
以
下
の
こ
と

で
あ
る
）
の
舞
台
に
お
い
て
、
理
体
気
用
と
言
っ
て
も
い
い
し
、
気
体
理

用
と
言
っ
て
も
構
わ
な
い
。
朱
子
が
呂
子
約
に
送
っ
た
手
紙
に
、
次
の
よ

う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　
陰
陽
也
、
君
臣
父
子
也
、
皆
事
物
也
、
人
之
所
行
也
、
形
而
下
者

　
　
也
、
萬
物
紛
羅
者
也
。
是
敷
者
、
各
有
當
然
之
理
、
即
所
謂
道
也
、

　
　
當
行
之
路
也
、
形
而
上
者
也
、
沖
漠
之
無
朕
者
也
。
若
以
形
而
上
者

　
　
言
之
、
則
沖
漠
者
爲
磯
、
而
其
護
於
事
物
之
問
者
爲
之
用
。
若
以
形

　
　
而
下
者
言
之
、
則
事
物
又
爲
磯
、
而
其
理
之
護
見
者
爲
之
用
偶

　
　
　
陰
陽
・
君
臣
父
子
と
は
、
み
な
事
物
で
あ
り
、
人
間
が
行
う
と
こ

　
　
ろ
で
あ
り
、
形
而
下
で
あ
り
、
万
物
紛
羅
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

　
　
の
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
然
の
理
が
あ
り
、
　
（
そ
の
理
は
）
す
な
わ
ち

　
　
道
で
あ
り
、
従
う
べ
き
道
で
あ
り
、
形
而
上
で
あ
り
、
沖
漠
無
朕
で

　
　
あ
る
。
も
し
、
形
而
上
か
ら
言
え
ば
、
沖
漠
は
体
と
な
り
、
そ
れ
が

　
　
事
物
に
現
れ
た
の
は
用
で
あ
り
、
も
し
、
形
而
下
か
ら
言
え
ば
、
ま

　
　
た
事
物
は
体
と
な
り
、
そ
の
理
の
現
れ
は
用
で
あ
る
。

　
理
（
形
而
上
）
か
ら
言
え
ば
、
無
形
実
在
（
沖
漠
）
と
い
う
の
は
そ
の

体
で
あ
る
が
、
気
に
よ
っ
て
現
れ
た
の
は
そ
の
用
で
あ
り
、
即
ち
理
体
気

用
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
、
気
と
共
存
す
る
所
以
然
の
理
か
ら
も
言
え
る

し
、
気
に
隈
ら
れ
た
所
当
然
の
理
か
ら
杢
言
え
る
。
所
以
然
之
理
も
所
当

然
之
理
も
形
而
上
だ
か
ら
）
。
角
度
を
変
え
て
、
気
（
形
而
下
）
か
ら
言
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え
ば
、
物
事
は
体
に
な
り
、
こ
の
体
に
よ
っ
て
現
れ
た
理
が
用
で
あ
り
、

即
ち
気
体
理
用
（
し
か
し
、
こ
の
時
に
現
れ
た
理
は
所
当
然
の
理
に
限

る
）
で
あ
る
。

　
程
子
は
『
論
語
』
の
「
子
在
川
上
」
に
つ
い
て
、
　
「
こ
れ
は
道
の
体
で

あ
る
。
天
が
め
ぐ
っ
て
や
ま
な
い
。
日
が
沈
ん
で
月
が
昇
る
。
寒
さ
が
終

わ
れ
ば
暑
さ
が
始
ま
る
。
水
が
流
れ
て
と
ど
ま
ら
な
い
。
物
が
生
じ
て
極

ま
ら
な
い
。
こ
れ
は
み
な
道
に
体
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
」
ω
と
注
釈
し

た
。
朱
子
は
「
道
に
体
を
与
え
る
」
の
「
体
」
が
何
か
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
釈
明
し
て
い
る
。

　
　
是
髄
質
。
道
之
本
然
之
膿
不
可
見
、
観
此
則
可
見
無
膿
之
髄
、
如
陰

　
　
陽
五
行
爲
太
極
之
髄
⑫

　
　
（
そ
れ
は
）
体
質
で
あ
る
。
道
の
本
然
之
体
は
見
え
な
い
が
、
こ
れ

　
　
を
見
れ
ば
無
体
の
体
が
見
え
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
さ
に
陰
陽
五
行
は

　
　
太
極
の
体
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

　
太
極
は
無
形
体
の
実
有
で
あ
る
が
、
実
体
が
な
い
の
で
、
見
え
な
い
と

言
う
。
気
の
実
体
を
通
じ
て
太
極
が
現
れ
る
意
味
で
、
陰
陽
五
行
が
太
極

の
体
と
も
言
う
べ
き
で
あ
る
。
体
質
の
体
と
体
用
の
体
は
、
幅
の
差
異
が

違
う
け
れ
ど
も
、
ま
っ
た
く
別
の
概
念
で
は
な
い
。
朱
子
が
よ
く
言
っ
て

い
る
耳
は
体
、
聞
こ
え
る
は
周
で
あ
り
、
目
は
体
、
見
え
る
は
用
で
あ
る

な
ど
は
、
み
な
体
質
の
角
度
か
ら
言
っ
て
い
る
体
用
で
あ
る
。

　
故
に
、
理
気
関
係
の
体
用
無
定
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
二
通
り
の
こ
と

を
言
っ
て
い
る
。
一
つ
は
理
気
共
存
の
稟
賦
次
元
、
理
の
角
度
か
ら
言
え

ば
理
体
気
用
で
あ
り
、
気
の
角
度
か
ら
言
え
ば
気
体
理
用
の
こ
と
、
先
の

例
文
の
南
北
関
係
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
横
説
」
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
「
竪
説
」
で
あ
り
、
先
の
例
文
の
太
極
・
両
儀
・
四

象
・
八
卦
の
よ
う
に
、
用
で
あ
る
も
の
は
、
他
の
も
の
の
体
に
な
り
、
他

の
も
の
の
体
に
な
る
も
の
は
ま
た
用
で
も
あ
る
よ
う
な
無
定
関
係
で
あ

る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
体
用
は
性
質
を
表
す
用
語
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
に
、
理
体
気
用
で
も
、
気
体
理
用
で
も
、
理
と
気
の
性
質
は
な
ん
ら

変
わ
り
な
い
。

　
し
か
し
、
体
と
用
に
は
ま
た
定
ま
り
が
あ
る
。
　
『
朱
子
語
録
』
に
こ
の

よ
う
な
問
答
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
問
…
前
夜
説
髄
用
無
定
所
、
是
随
鹿
説
如
此
。
若
合
萬
事
爲
一
大
磯

　
　
用
、
則
如
何
？

　
　
答
…
髄
爲
用
也
定
。
見
在
底
便
是
膿
、
後
來
生
底
便
是
用
。
此
身
是

　
　
艘
、
動
作
鹿
便
是
用
。
天
是
髄
、
「
萬
物
資
始
」
慮
便
是
用
。
地
是

　
　
膿
、
　
「
萬
物
資
生
」
庭
便
是
用
。
就
陽
言
、
則
陽
是
膿
、
陰
是
用
。

　
　
　
　
就
陰
言
、
則
陰
是
髄
、
陽
是
用
⑯

　
　
問
…
前
夜
に
、
体
用
は
定
所
が
な
い
、
場
合
に
よ
っ
て
（
体
用
を
一

　
　
語
る
と
述
べ
た
が
、
も
し
万
事
を
一
大
体
用
に
合
わ
せ
ば
、
如
何
で

　
　
す
か
。

　
　
答
…
体
用
は
や
は
り
定
ま
る
。
見
え
る
の
は
体
で
あ
り
、
後
に
生
じ

　
　
る
の
は
用
で
あ
る
。
こ
の
身
は
体
で
あ
れ
ば
、
動
作
す
る
こ
と
は
用

　
　
で
あ
り
、
天
は
体
で
あ
れ
ば
、
　
「
万
物
資
始
」
と
い
う
と
こ
ろ
は

　
　
用
で
あ
り
、
地
は
体
で
あ
れ
ば
、
　
「
万
物
資
生
」
と
い
う
と
こ
ろ
は

　
　
用
で
あ
る
。
陽
か
ら
言
え
ば
陽
は
体
、
陰
は
陽
で
あ
り
、
陰
か
ら
言

　
　
え
ば
、
陰
は
体
、
陽
は
用
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
ま
た
二
通
り
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
一
つ
は
宇
宙
の
す
べ
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て
を
一
．
大
体
用
に
す
る
と
、
体
は
先
に
あ
り
、
後
に
生
ず
る
も
の
は
用
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
見
解
を
理
気
関
係
に
適
応
す
る
と
、
す

な
わ
ち
理
先
気
後
で
あ
り
、
理
体
気
用
で
あ
り
、
太
極
図
の
無
極
而
太
極

と
陰
静
陽
動
の
体
用
構
図
に
当
た
る
。
万
物
万
事
を
一
体
用
に
す
る
と
い

う
の
は
、
本
原
の
問
題
（
即
ち
朱
子
が
常
に
強
調
し
て
い
る
理
先
気
後
で

あ
る
。
太
極
図
の
無
極
而
太
極
と
い
う
段
階
は
理
だ
け
の
世
界
で
あ
る
。

こ
の
段
階
の
理
は
気
と
関
わ
ら
な
い
世
界
の
本
原
を
表
し
て
い
る
。
い
わ

ゆ
る
理
先
は
こ
の
段
階
で
あ
る
。
筆
者
は
す
で
に
、
一
九
九
六
年
の
第
3
4
。

回
筑
波
大
学
倫
理
学
研
究
会
で
理
先
気
後
に
つ
い
て
は
論
じ
た
の
で
、
こ

こ
で
は
省
略
す
る
一
で
あ
る
の
で
、
そ
の
場
合
、
気
体
理
用
、
気
先
理
後

は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
太
極
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
朱
子

に
お
い
て
、
世
界
の
本
原
、
或
い
は
本
体
は
理
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
譲

れ
な
い
原
則
で
も
あ
る
。
彼
が
『
中
庸
』
の
性
と
道
に
つ
い
て
の
解
釈
か

ら
も
こ
の
主
張
が
う
か
が
え
る
。

　
　
「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
」
。
性
道
相
封
、
則
性
是
膿
、
道
是
用
⑦

　
　
「
天
命
と
は
性
と
謂
い
、
性
に
し
た
が
う
と
は
道
と
謂
う
」
。
性
と
道

　
　
を
相
対
す
れ
ば
、
性
は
体
で
あ
り
、
道
は
用
で
あ
る
。

　
朱
子
に
よ
る
と
、
　
「
天
命
と
は
性
」
は
性
だ
け
を
指
し
て
言
う
こ
と
で

あ
り
、
性
に
従
う
と
は
人
問
が
や
る
こ
と
で
あ
る
た
め
に
、
す
で
に
稟
賦

次
元
に
属
し
て
い
る
。
故
に
、
彼
は
「
道
は
理
と
気
を
合
せ
て
見
る
べ
き

で
あ
る
」
㈹
と
、
道
と
理
を
分
層
す
る
わ
け
で
あ
る
。
性
が
あ
る
か
ら
、

そ
れ
に
従
え
る
の
で
、
性
は
体
、
道
は
用
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈

は
、
朱
子
の
所
以
然
之
理
と
所
当
然
之
理
を
区
別
す
る
こ
と
に
も
一
致
し

て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
稟
賦
の
場
合
も
、
体
は
先
、
用
は
後
と
い
う
定
ま
り
で

あ
る
。
弟
子
は
「
万
事
を
一
大
体
用
」
の
角
度
で
質
疑
し
た
が
、
朱
子
の

答
え
は
一
大
体
用
に
限
ら
な
か
っ
た
。
身
・
天
・
地
・
陰
・
陽
は
み
な
稟

賦
次
元
の
物
事
で
あ
り
、
そ
の
場
合
や
は
り
先
に
あ
る
の
は
体
で
あ
り
、

後
に
あ
る
の
は
用
で
あ
る
。
太
極
・
両
儀
・
四
象
・
八
卦
の
よ
う
に
、
先

に
あ
る
も
の
は
後
の
体
に
な
る
が
、
逆
順
序
は
な
ら
な
い
。
聞
こ
え
る
と

い
う
機
能
は
耳
の
体
に
は
な
ら
な
い
と
同
じ
よ
う
に
、
八
卦
は
四
象
の
体

に
な
ら
な
い
。

　
太
極
図
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
理
気
関
係
に
お
け
る
体
用
概
念
の
定
と

無
定
は
分
か
り
や
す
く
な
る
。
無
極
而
太
極
か
ら
万
物
化
生
ま
で
、
大
き

く
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
無
極
而
太
極
と
陰
陽
五
行
、

お
よ
び
万
物
生
成
（
乾
坤
男
女
と
万
物
化
生
）
で
あ
る
。
太
極
か
ら
陰
陽

五
行
、
陰
陽
五
行
か
ら
万
物
の
体
用
先
後
関
係
が
定
ま
っ
て
い
る
。
太
極

は
「
一
」
で
あ
る
の
で
、
そ
の
先
は
あ
り
得
な
い
。
二
気
五
行
の
以
後

は
、
定
と
無
定
を
見
る
立
場
に
よ
る
。
た
だ
、
注
意
す
べ
き
な
の
は
理

気
・
心
性
に
適
応
す
る
と
き
、
ど
ち
ら
が
体
に
な
っ
て
も
、
そ
の
性
質
は

変
わ
ら
な
い
。
理
は
理
、
気
は
気
、
心
は
心
、
性
は
性
で
あ
る
。

二
　
様
々
な
体
用
構
造

　
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
体
用
概
念
自
体
は
自
由
度
が
高
い
。
そ
れ

は
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
、
実
体
（
理
の
場
合
は
実
有
一
と
現
象
、
内

容
と
機
能
な
ど
を
説
明
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
、
体
は
用
に
な
り
、
用
は

体
と
も
な
り
得
る
だ
け
で
な
く
、
体
と
用
自
身
も
ま
た
体
用
に
分
け
ら
れ
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る
。
例
え
ば
、
耳
と
聞
こ
え
る
道
理
を
比
べ
る
と
、
道
理
は
体
、
耳
は
用

で
あ
る
。
し
か
し
、
耳
自
体
に
も
ま
た
体
用
が
あ
る
。
耳
は
体
で
あ
り
、

聞
こ
え
る
と
い
う
機
能
は
用
で
あ
る
。
ま
た
、
朱
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
　
仁
封
義
爲
髄
用
。
仁
自
有
仁
之
髄
用
、
義
又
有
義
之
髄
用
⑲

　
　
仁
と
義
は
体
用
で
あ
る
け
れ
ど
、
仁
に
は
自
ら
仁
の
体
用
が
あ
り
、

　
　
義
に
は
ま
た
義
の
体
用
が
あ
る
。

　
仁
義
と
側
隠
差
悪
の
場
合
、
仁
義
は
体
で
あ
り
、
側
隠
差
悪
は
用
で
あ

る
。
し
か
し
、
同
じ
体
に
属
す
る
仁
義
は
、
ま
た
体
と
用
に
分
け
ら
れ

る
。
仁
は
先
に
あ
る
の
で
、
体
で
あ
り
、
義
は
後
に
生
じ
る
も
の
、
用
で

あ
る
。
仁
と
義
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
さ
せ
る
と
、
仁
と
義
は
ま
た
、
お
の
お

の
体
用
を
持
つ
。
仁
と
い
う
道
理
は
体
、
そ
の
現
れ
は
用
で
あ
り
、
義
の

場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
一
体
と
一
用
の
よ
う
な
平
面
的
な
対
応
だ
け
で
な

く
、
体
と
用
は
ま
た
同
体
異
用
・
異
体
同
用
の
よ
う
な
立
体
的
な
構
造
も

呈
示
す
る
。
同
体
異
用
・
異
体
同
用
の
両
方
と
も
同
じ
稟
賦
次
元
の
理
気

関
係
を
表
す
用
語
で
あ
る
。
先
ず
同
体
異
用
を
見
よ
う
。

同
体
異
用

　
文
字
通
り
、
同
体
異
用
は
同
じ
体
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
用
に
よ
っ
て

現
れ
る
と
い
う
こ
と
を
指
す
。
理
の
こ
と
を
言
え
ば
、
即
ち
「
人
人
有
一

太
極
、
物
物
有
一
太
極
」
で
あ
る
。
物
と
人
間
に
与
え
る
理
は
同
じ
で
あ

る
が
、
そ
の
現
れ
は
物
と
人
問
の
よ
う
に
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。
説
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
同
体
異
用
は
朱
子
が
常
に
言
っ
て
い
る

「
理
一
分
殊
」
と
表
す
次
元
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
理
一
分
殊
」
も
体
と
用
の
関
係
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
原
と
稟
賦
の

体
用
関
係
で
あ
る
。
月
が
川
に
映
る
と
い
う
例
は
、
　
「
理
一
分
殊
」
に
よ

く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
朱
子
の
次
の
言
論
を
見
よ
う
。

　
　
有
這
氣
、
道
理
便
隆
在
里
面
、
無
此
氣
、
則
道
理
無
安
頓
慮
。
如
水

　
　
中
月
、
須
是
有
此
水
、
方
映
得
那
天
上
月
。
若
無
此
水
、
終
無
此
月

　
　
也
㈹

　
　
こ
の
気
が
あ
れ
ば
、
道
理
は
そ
の
中
に
付
く
。
こ
の
気
が
な
け
れ

　
　
ば
、
道
理
も
安
着
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
さ
に
水
中
の
月
の
よ
う

　
　
に
、
こ
の
水
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
天
上
の
月
は
映
さ
れ
る
が
、

　
　
水
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
．
（
水
中
の
一
月
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
理
気
共
存
は
稟
賦
の
次
元
で
あ
り
、
太
極
図
の
太
極
と
陰
陽
五
行
の
共

存
に
当
た
る
。
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
こ
の
次
元
の
体
用
は
定
ま
っ

て
な
い
も
の
で
あ
り
、
水
が
あ
る
の
で
、
水
中
に
月
が
あ
り
、
水
体
月
用

で
あ
る
。
水
中
に
映
さ
れ
た
月
は
同
じ
天
上
の
月
で
あ
る
が
、
湖
と
海
の

「
水
中
月
」
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
朱
子
が
言
っ
て
い
る
「
人
人
有
一
太

極
、
物
物
有
一
太
極
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
水
中
の
月
の
状
態
で
あ
り
、
．

同
体
異
用
で
あ
る
。
即
ち
、
水
中
の
月
は
水
の
有
無
に
よ
っ
て
、
有
無
が

あ
る
も
の
で
あ
る
。
前
節
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
　
「
有
是
氣
則
有
是
理
、

無
是
氣
則
無
是
理
」
と
い
う
朱
子
の
主
張
は
、
す
な
わ
ち
水
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
水
中
月
が
あ
る
と
い
う
稟
賦
の
体
用
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
、
天

上
月
は
水
の
有
無
と
関
係
な
く
、
実
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
る
で
砂
漠

に
水
中
月
が
な
く
て
も
、
天
上
月
が
あ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
天
上
月

と
水
中
月
は
「
理
一
分
殊
」
で
あ
り
、
本
原
と
稟
賦
の
体
用
構
図
で
あ
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る
。
故
に
、
　
「
理
一
分
殊
」
に
お
い
て
、
一
理
の
理
と
分
殊
の
理
を
同
等

視
し
て
は
い
け
な
い
。
前
者
は
体
で
あ
り
、
後
者
は
用
で
あ
る
。
前
者
は

永
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
有
無
を
論
ず
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

2
　
異
体
同
用

　
も
し
、
理
一
分
殊
は
太
極
図
の
第
一
円
と
第
二
円
の
体
用
関
係
を
示

し
、
同
体
異
用
は
第
二
円
の
体
用
関
係
を
示
す
用
語
と
す
る
な
ら
ば
、
異

体
同
用
は
陰
陽
五
行
と
万
物
生
成
の
体
用
関
係
を
示
す
用
語
で
あ
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　
太
極
図
の
下
の
「
乾
坤
男
女
」
と
「
万
物
化
生
」
の
両
円
は
成
形
し
た

物
を
表
す
構
図
で
あ
る
。
前
者
は
気
化
で
あ
り
、
後
者
は
形
化
で
あ
る
。

朱
子
の
説
に
よ
る
と
、
気
化
と
は
、
物
が
陰
陽
五
行
に
よ
っ
て
、
最
初
の

形
質
を
表
す
段
階
で
あ
り
、
生
物
の
場
合
は
最
初
の
雄
と
雌
、
人
問
の
場

合
は
最
初
の
男
と
女
が
気
に
よ
っ
て
凝
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

後
に
、
形
化
、
即
ち
子
孫
繁
殖
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
形
化
は
気
化
に
よ
り
生
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
気
化
は
体
、
形
化
は
用

と
も
言
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
有
形
体
の
角
度
か
ら
見
る
と
、
気
化

も
形
化
も
陰
陽
五
行
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
陰
陽
五
行
は

体
で
あ
り
、
物
体
は
用
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
太
極
図
に
示
さ
れ

た
よ
う
に
、
陰
陽
五
行
の
次
元
は
理
気
共
存
す
る
状
態
で
あ
り
、
気
が
あ

れ
ば
、
必
ず
理
が
あ
る
の
で
、
物
は
ま
た
理
気
の
共
同
産
物
で
あ
る
。
朱

子
は
「
物
を
言
え
ば
、
す
な
わ
ち
気
と
理
が
み
な
そ
の
中
に
あ
る
」
ω
と

明
言
し
て
い
る
。
理
は
物
が
存
在
す
る
根
拠
・
規
則
で
あ
り
、
気
は
物
を

構
成
す
る
要
素
で
あ
り
、
物
は
気
が
理
に
従
っ
て
現
れ
た
形
な
の
で
、
理

と
気
の
ど
ち
ら
の
一
っ
を
欠
け
ば
、
物
体
も
成
り
立
た
な
い
。
故
に
、
物

か
ら
見
る
と
、
そ
の
体
は
立
体
的
に
な
っ
て
い
る
。
理
も
物
の
体
で
あ

り
、
気
も
物
の
体
で
あ
る
。
用
は
同
一
で
あ
る
が
、
体
は
異
な
る
わ
け
で

あ
る
。
太
極
図
に
照
ら
し
て
見
れ
ば
、
異
体
同
用
と
い
う
こ
と
が
納
得
で

き
る
だ
ろ
う
。

　
異
体
同
用
は
朱
子
が
論
理
を
展
開
す
る
時
に
、
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
体

用
構
造
で
あ
る
。
こ
こ
で
心
性
論
の
重
要
概
念
「
心
」
と
「
情
」
に
つ
い

て
の
朱
子
の
言
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
思
惟
能
力
を
有
す
る
心
は
気
の
範
晴
に
属
す
る
。

し
か
し
、
そ
の
心
は
理
と
気
の
産
物
で
あ
る
。
仁
義
礼
智
の
性
と
湛
然
虚

明
の
気
は
心
の
体
に
な
っ
て
い
る
。
朱
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
心
以
性
爲
髄
、
心
將
性
傲
館
子
模
様
、
蓋
心
之
所
以
具
是
理
者
、
以

　
　
有
性
故
也
㏄

　
　
心
は
性
を
体
と
な
す
。
心
は
性
を
中
身
の
よ
う
に
包
む
わ
け
で
あ

　
　
る
。
故
に
、
心
が
理
を
備
え
る
原
因
は
、
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
心
の
道
理
と
し
て
の
性
が
あ
る
か
ら
、
心
が
あ
る
の
で
、
性
は
心
の
体

で
あ
り
、
し
か
し
、
性
は
心
の
体
で
あ
る
が
、
心
と
雑
ざ
っ
て
い
る
も
の

で
は
な
い
。
ま
る
で
ギ
ョ
ウ
ザ
の
よ
う
に
、
皮
は
皮
、
中
身
は
中
身
、
両

方
が
は
っ
き
り
分
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
朱
子
は
ま
た
気
の
角
度
で
、

心
を
論
じ
て
い
る
。

　
　
心
之
全
髄
湛
然
虚
明
、
萬
理
具
足
、
無
一
毫
私
欲
之
問
。
其
流
行
該

　
　
遍
、
貫
乎
動
静
、
而
妙
用
又
無
不
在
㈹

　
　
心
の
全
体
は
湛
然
虚
明
で
あ
り
、
万
理
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
お
り
、
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少
し
も
私
欲
を
混
ぜ
て
な
い
。
そ
れ
は
至
る
所
に
流
行
し
て
、
動
静

　
　
を
貫
き
、
妙
用
は
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
こ
こ
の
心
の
虚
明
と
い
う
こ
と
は
、
気
の
本
来
像
（
気
の
本
来
像
は
即

ち
「
継
之
者
善
」
と
い
う
段
階
の
状
態
で
あ
る
。
そ
の
時
、
形
が
ま
だ
成

り
立
っ
て
な
い
の
で
、
気
質
は
一
番
澄
ん
だ
状
態
で
あ
り
、
最
善
状
態
の

理
は
何
の
支
障
も
な
く
、
現
れ
ら
れ
る
段
階
で
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
形
に

な
っ
た
物
と
人
問
は
気
の
清
濁
通
塞
に
よ
っ
て
、
　
「
継
之
者
善
」
の
状
態

が
現
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
）
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
虚
と
は
、
心
の
思
惟
知
覚
の
側
面
を
強
調
し
て
、
形
が
な
い
け
れ
ど

も
、
確
実
に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
朱
子
は
、
心

の
こ
の
側
面
を
「
虚
霊
」
と
も
言
う
。
明
と
は
、
心
の
本
来
の
あ
る
べ
き

姿
、
す
な
わ
ち
何
の
色
も
な
く
、
澄
ん
で
透
明
・
清
純
な
気
は
心
の
構
成

材
料
に
な
る
べ
き
も
の
だ
と
朱
子
は
主
張
す
る
。
ギ
ョ
ウ
ザ
の
皮
が
透
明

に
な
る
と
、
中
身
が
そ
の
ま
ま
現
れ
る
の
で
、
人
問
の
思
惟
知
覚
も
理
に

従
う
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
「
不
昧
」
と
も
言
う
。
こ
の
よ
う
な
表
現
法

を
朱
子
は
よ
く
使
う
。
例
え
ば
、
　
「
虚
霊
不
味
に
し
て
、
衆
理
を
備
え
て

万
事
を
応
ず
る
」
岬
と
か
、
　
「
虚
霊
は
自
ら
心
の
本
体
で
あ
る
」
㈹
と

か
、
み
な
気
の
視
点
か
ら
の
説
明
で
あ
る
。
気
自
体
が
透
け
て
い
る
か

ら
、
理
が
「
具
足
」
、
す
な
わ
ち
全
部
備
わ
っ
て
い
る
理
は
気
と
共
に
流

行
し
て
、
そ
の
妙
用
が
現
れ
る
。

　
心
の
二
つ
体
と
い
う
論
法
は
、
朱
子
の
心
説
を
理
解
す
る
た
め
に
、
欠

か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。
太
極
図
に
照
ら
し
て
み
て
も
、
心
は
「
成
す
も

の
は
性
」
の
段
階
以
後
の
現
象
で
あ
る
の
で
、
理
と
気
の
角
度
か
ら
論
ず

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
朱
子
は
、
ま
た
、
次
の
よ
う
に
人
問
の
気
質
の
清

濁
が
性
に
与
え
る
影
響
を
説
明
し
た
。

　
　
且
如
此
燈
、
乃
本
性
也
、
未
有
不
光
明
者
。
気
質
不
同
、
便
如
燈
籠

　
　
用
厚
紙
糊
、
燈
便
明
似
紙
厚
者
、
用
紗
糊
、
其
燈
又
明
実
。
撤
去

　
　
籠
、
其
燈
之
全
艘
著
見
o
f

　
　
こ
の
光
、
す
な
わ
ち
本
性
で
あ
り
、
光
明
で
は
な
い
も
の
が
な
い
。

　
　
気
質
の
異
な
る
は
、
ま
さ
に
厚
い
紙
で
造
っ
た
提
灯
の
よ
う
に
、
光

　
　
が
紙
の
厚
さ
に
よ
っ
て
現
れ
、
も
し
絹
で
作
れ
ば
、
提
灯
は
さ
ら
に

　
　
明
る
く
な
り
、
篭
を
は
ず
せ
ば
、
光
の
全
体
が
ま
る
ご
と
見
え
て
く

　
　
る
。

　
気
質
の
清
濁
は
、
ま
る
で
提
灯
を
作
る
材
料
の
厚
さ
・
透
明
度
の
よ
う

な
も
の
、
当
時
、
ガ
ラ
ス
は
ま
だ
な
い
時
代
な
の
で
、
朱
子
は
透
明
度
が

高
い
絹
に
し
か
言
及
し
な
か
っ
た
。
も
し
ガ
ラ
ス
と
い
う
材
料
を
知
っ
て

い
た
ら
、
恐
ら
く
籠
を
は
ず
さ
な
く
て
済
む
だ
ろ
う
。
こ
こ
の
光
（
正
確

に
言
え
ば
、
こ
れ
は
蝋
燭
の
光
）
は
性
、
提
灯
籠
は
心
、
材
料
は
気
の
質

で
あ
る
。
提
灯
籠
の
よ
さ
は
材
質
の
薄
さ
に
よ
る
が
、
光
が
な
け
れ
ば
提

灯
の
役
に
も
言
及
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
提
灯
の
質
は
光
と

材
料
の
結
果
で
あ
り
、
用
で
あ
る
。
光
と
材
料
の
両
方
と
も
提
灯
の
体
で

あ
る
。
籠
一
心
）
の
透
明
度
は
人
問
が
理
一
性
一
を
ど
の
程
度
ま
で
認
識

で
き
る
か
を
示
す
指
標
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
人
問
が
籠
（
心
一
の
透
明

度
を
幾
ら
高
め
て
も
、
光
に
な
ら
な
い
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
光
の
明
る
さ
を
知
っ
て
お
い
て
、
自
分
の
気
質
を
変
化
し
て
、
そ
の

透
明
度
を
高
め
る
こ
と
は
人
問
に
は
で
き
る
、
或
い
は
な
す
べ
き
仕
事
で

あ
る
。
朱
子
の
心
性
論
・
修
養
論
の
帰
結
点
は
、
ま
さ
に
気
質
変
化
に
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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心
に
は
二
つ
体
が
備
わ
っ
て
い
る
と
同
じ
よ
う
に
、
情
も
性
一
理
一
と

心
一
気
）
の
角
度
か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
情
に
つ
い
て
、
朱
子
は

「
性
は
心
の
体
、
情
は
心
の
用
」
岬
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
朱
子

は
ま
た
明
確
に
「
性
は
体
、
情
は
用
」
㈹
、
　
「
心
は
体
、
外
に
現
れ
る

一
情
－
筆
者
注
）
の
は
用
」
㈹
と
両
方
を
主
張
し
て
い
る
。

　
朱
子
の
学
説
に
は
、
性
と
情
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
次
よ

う
に
性
と
情
を
語
つ
て
い
る
。

　
　
性
中
只
有
仁
義
穫
智
、
護
之
爲
側
隠
、
辞
遜
、
是
非
、
乃
性
之
情
也
仰

　
　
性
の
中
に
は
仁
義
礼
智
し
か
な
い
。
現
れ
て
側
隠
・
辞
譲
・
是
非
に

　
　
な
れ
ば
、
性
の
情
と
い
う
。

　
性
は
人
問
が
従
う
べ
き
道
徳
規
則
、
情
は
人
問
の
感
情
で
あ
る
。
朱
子

の
説
に
従
う
と
、
仁
義
礼
智
が
人
問
感
情
と
し
て
現
れ
た
場
合
、
仁
は
側

隠
、
義
は
差
悪
、
礼
は
辞
譲
、
智
は
是
非
と
い
う
感
情
に
な
る
。
感
情
は

道
徳
原
則
（
性
）
の
現
れ
な
の
で
、
道
徳
原
則
は
体
、
感
惰
は
用
で
あ

る
。
性
一
道
徳
原
則
）
が
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
ほ
ん
と
う
は
そ

の
性
が
人
問
に
備
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、

人
問
の
情
を
通
じ
て
性
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
朱
子
は
、
幼
児
が
井
戸

に
落
ち
る
こ
と
を
見
て
人
は
み
な
哀
れ
み
の
惰
一
現
象
）
が
湧
い
て
く
る

と
い
う
事
情
か
ら
逆
推
し
て
、
仁
義
礼
智
が
性
と
し
て
、
人
問
に
存
在
し

て
い
る
と
主
張
し
た
ω
。
し
か
し
、
理
気
説
に
従
え
ば
、
性
は
理
と
し
て

動
静
が
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
性
は
直
接
に
情
に
変
わ
っ
て

い
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
性
は
動
静
が
な
い
た
め
に
、
心
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
朱
子
の
学
説
に
は
理
一
天
命
の
性
一
が
完
壁
の
存
在
と
し
て
、
善
ば

か
り
あ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
し
、
　
「
心
は
動
い
て
い
る
物
事
で
あ
り
、

自
然
に
善
悪
が
あ
る
」
㈹
。
本
原
の
角
度
か
ら
、
理
の
完
壁
さ
が
唱
え
ら

れ
る
け
れ
ど
も
、
現
実
の
世
界
を
解
釈
し
切
れ
な
い
空
論
に
落
ち
い
り
が

ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
気
の
清
濁
精
粗
説
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

朱
子
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
「
心
統
性
情
」
。
性
情
皆
因
心
而
後
見
。
心
是
膿
、
愛
於
外
謂
之
用
碑

　
　
「
心
は
性
と
情
を
統
べ
る
」
。
性
と
情
が
み
な
心
に
よ
っ
て
現
れ

　
　
る
。
心
は
体
、
外
に
現
れ
る
（
も
の
一
は
用
と
謂
う
。

　
理
と
気
が
合
わ
さ
る
の
は
心
で
あ
り
、
善
と
し
て
の
理
は
気
に
よ
っ
て

現
実
世
界
に
現
れ
る
。
そ
の
場
合
、
理
は
気
の
体
、
気
は
理
の
用
と
言
え

る
。
同
じ
意
味
で
、
性
は
心
の
体
、
心
は
性
の
用
と
も
言
え
る
。
も
し
、

心
が
理
に
従
っ
て
動
け
ば
、
現
れ
た
情
は
即
ち
善
（
正
確
に
謂
え
ば
、
こ

の
時
の
善
は
「
和
」
と
言
う
べ
き
一
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
心
は
体
、
情

は
用
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
情
は
即
ち
性
の
表
現
で
あ
る
た
め
に
、
　
「
性
は

体
、
情
は
用
」
と
も
言
え
る
。
同
じ
情
は
心
と
性
、
二
つ
異
な
る
体
に

よ
っ
て
生
じ
る
。
し
か
し
、
気
が
清
濁
で
あ
る
た
め
に
、
心
に
は
善
と
悪

が
あ
り
、
故
に
、
情
に
も
善
悪
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
心
が
悪
の
情
を
表

す
時
、
情
と
性
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
場
合
、
　
「
性
は
体
、

情
は
用
」
と
言
い
に
く
く
な
る
。
朱
子
は
若
い
頃
、
こ
の
性
体
心
用
（
正

確
の
言
い
方
は
「
性
は
未
発
、
心
は
已
発
」
一
、
性
体
情
用
一
正
確
の
言

い
方
は
「
性
は
未
発
、
情
は
已
発
」
一
に
つ
い
て
長
い
問
悩
ま
さ
れ
た

が
、
中
年
に
な
っ
て
、
心
の
役
割
に
気
付
い
て
、
心
を
正
面
に
立
て
て
、

心
・
性
・
情
を
融
和
し
て
統
一
し
た
㈱
。
朱
子
は
次
の
よ
う
に
閨
明
し
て

い
る
。

”



　
　
性
封
憤
言
、
心
封
性
憤
言
。
合
如
此
是
性
、
動
庭
是
情
、
主
宰
是

　
　
心
。
大
抵
心
與
性
、
似
一
而
二
、
似
二
而
一
、
此
慮
最
當
磯
認
僻

　
　
性
は
情
に
対
し
て
言
い
、
心
は
性
と
情
に
対
し
て
言
う
。
し
か
る
べ

　
　
き
な
の
は
性
で
あ
り
、
動
い
て
現
す
と
こ
ろ
は
情
で
あ
り
、
主
宰
す

　
　
る
も
の
は
心
で
あ
る
。
だ
い
た
い
心
と
性
は
一
に
し
て
二
の
よ
う

　
　
に
、
二
に
し
て
一
の
よ
う
に
、
こ
こ
は
体
認
す
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
る
べ
き
基
準
は
性
で
あ
り
、
そ
の
性
の
表
現
は
心
が
動
い
て
現
れ

る
情
で
あ
り
、
情
が
性
に
合
わ
せ
る
か
ど
う
か
の
主
宰
者
は
心
で
あ
る
。

心
が
性
情
に
対
し
て
、
主
役
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
つ
い
て
、
朱
子

は
「
心
統
性
情
」
と
表
現
し
て
い
る
。
性
と
心
の
二
つ
角
度
か
ら
解
釈
す

べ
き
情
が
、
ど
う
し
て
性
と
並
べ
て
心
に
主
宰
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
。
先
ず
「
性
は
惰
に
対
し
て
言
い
、
心
は
性
と
情
に
対
し
て
言

う
」
を
見
よ
う
。
性
対
情
は
性
情
の
体
用
関
係
を
表
し
て
い
る
。
そ
の

時
、
性
は
体
、
情
は
用
で
あ
る
。
心
対
性
・
情
は
二
重
構
造
に
な
っ
て
お

り
、
心
対
性
の
場
合
は
、
性
が
体
、
心
は
用
㈱
で
あ
り
、
心
対
情
、
ま
た

情
が
性
の
内
容
と
一
致
す
る
場
合
は
、
心
は
体
、
性
の
現
れ
と
し
て
の
情

は
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
若
以
形
而
下
者
言
之
、
則
事
物
又
爲

鶴
、
而
其
理
之
襲
見
者
爲
之
用
」
　
（
本
節
の
注
3
を
参
照
一
の
再
版
で
あ

る
。
こ
こ
は
朱
子
の
学
説
で
最
も
混
同
し
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
性
体

心
用
の
関
係
は
本
質
と
現
象
を
表
現
す
る
体
と
用
で
あ
り
、
心
体
情
用
の

関
係
は
物
と
そ
の
機
能
・
効
用
を
表
す
体
と
用
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
二
重
構
造
は
太
極
図
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
分
か
り
や
す
く

な
る
。
心
は
理
一
性
）
と
気
が
合
わ
さ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
　
「
乾
坤
男

女
」
段
階
に
当
た
る
。
情
は
心
に
よ
っ
て
生
じ
る
た
め
に
、
　
「
万
物
化

生
」
段
階
に
当
た
る
一
最
後
の
挿
図
を
参
照
）
。
生
成
順
序
か
皇
言
え

ば
、
性
は
体
、
心
は
用
。
心
は
体
、
情
は
用
で
あ
る
。
理
が
気
に
付
着
し

な
け
れ
ば
現
れ
な
い
よ
う
に
、
性
は
心
を
通
ら
な
け
れ
ば
現
れ
な
い
。

性
：
心
・
情
の
中
、
心
は
か
け
橋
の
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
る
の
で
、

「
心
は
性
と
情
に
対
し
て
言
う
」
と
の
意
味
で
あ
り
、
心
の
能
動
的
な
役

割
か
ら
言
え
ば
、
　
「
心
統
性
情
」
で
あ
る
。

　
心
体
情
用
は
、
善
悪
現
象
を
解
釈
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
思
惟

器
官
、
或
い
は
知
覚
と
し
て
の
心
は
道
徳
意
識
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
感
情
と
思
慮
認
知
を
行
っ
て
い
る
と
も
説
明
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
朱

子
の
情
は
心
の
活
動
の
現
わ
れ
と
し
て
、
幅
が
き
わ
め
て
広
い
。
　
「
智
・

識
・
。
念
・
慮
す
る
と
こ
ろ
は
、
み
な
情
で
あ
る
」
仰
と
は
、
情
の
幅
を

言
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
人
問
の
思
慮
意
念
の
す
べ
て
が
道
徳
規
則

一
性
一
と
つ
な
が
る
必
要
は
な
い
。
例
え
ば
、
腹
が
減
る
時
に
食
べ
た

い
、
喉
が
乾
い
て
い
る
時
に
何
か
を
飲
み
た
い
な
ど
の
欲
情
は
、
み
な
心

の
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
感
情
は
道
徳
原
則
と
関
わ
り
な
く
生
じ
る
も

の
で
あ
り
、
食
べ
る
べ
き
か
飲
む
べ
き
か
な
ど
の
価
値
判
断
を
す
べ
き
時

は
道
徳
規
則
に
照
ら
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
判
断
は
知
覚
と
し
て

の
心
が
下
す
わ
け
な
の
で
、
　
「
異
体
同
用
」
の
二
つ
体
に
知
覚
あ
る
心
の

役
割
が
強
調
さ
れ
、
　
「
心
統
性
情
」
へ
一
本
化
さ
れ
た
。

　
要
す
る
に
、
　
「
異
体
同
用
」
は
「
同
体
異
用
」
と
同
じ
、
稟
賦
次
元
の

体
用
関
係
で
あ
る
。
同
じ
体
が
様
々
な
表
現
を
示
す
と
い
う
「
同
体
異

用
」
と
違
っ
て
、
　
「
異
体
同
用
」
と
は
、
主
に
物
の
レ
ベ
ル
（
万
物
生
成

段
階
）
の
体
用
を
論
ず
る
。
物
或
い
は
そ
の
機
能
は
、
理
と
気
の
二
つ
の

異
な
る
体
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
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結
　
び

　
太
極
図
に
照
ら
し
て
、
朱
子
の
理
気
関
係
に
お
け
る
体
用
構
造
を
検
討

し
て
、
筆
者
の
体
用
構
造
に
つ
い
て
の
理
解
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
体
用
と
は
物
事
の
性
質
を
表
す
概
念
で
は
な
い
た
め
に
、
朱
子
は
広
い

範
囲
に
体
用
概
念
を
使
っ
て
い
た
。
彼
に
よ
る
と
体
用
は
無
定
の
場
合
も

あ
り
、
有
定
の
場
合
も
あ
る
。
体
は
用
に
な
り
、
用
は
体
に
な
る
よ
う

に
、
体
用
が
互
換
で
き
る
こ
と
は
無
定
と
い
う
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

先
後
の
順
序
か
ら
言
え
ば
、
体
先
用
後
は
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
理
気
関
係
の
体
用
を
言
う
と
、
本
原
と
稟
賦
次
元
の
体
用
は
定

ま
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
理
は
「
一
」
で
あ
り
、
万
物
万
事
の
根
本
で

あ
る
た
め
に
、
気
は
理
に
よ
り
生
じ
る
（
こ
こ
の
「
生
」
は
生
ま
れ
る
意

味
で
は
な
く
、
座
れ
る
機
能
は
椅
子
に
よ
り
生
じ
る
と
同
じ
よ
う
な
意
味

で
あ
る
）
。
理
先
気
後
か
ら
言
え
ば
、
理
体
気
用
で
あ
る
。
稟
賦
次
元
は

理
気
共
存
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
場
合
に
体
用
が
無
定
で
あ
る
。
角
度
に

よ
る
と
、
理
体
気
用
と
気
体
理
用
の
両
方
と
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
気

体
理
用
と
理
体
気
用
の
何
れ
の
場
合
も
、
理
と
気
の
性
質
は
変
わ
っ
て
な

い
。

　
理
と
気
の
体
用
構
造
は
様
々
で
あ
る
。
理
は
気
の
体
、
性
は
心
の
体
で

あ
る
が
、
気
と
心
は
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
体
用
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
稟
賦
次
元
の
理
気
関
係
は
ま
た
「
同
体
異
用
」
と
「
異
体
同
用
」
の

体
用
構
造
を
示
し
て
い
る
。
同
じ
理
と
い
う
体
を
有
し
て
も
、
人
問
と
万

物
を
分
け
て
し
ま
う
の
は
「
同
体
異
用
」
で
あ
り
、
物
が
理
と
気
に
よ
っ

て
現
れ
る
の
は
「
異
体
同
用
」
で
あ
る
。

性情体用む6太極

継
之
者
善
　
　
成
之
者
性

陰
静

坤
道
成
女

陽
動

乾
道
成
男
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注

一
－
一
『
朱
子
新
学
案
（
上
）
』
2
9
8
頁
を
参
照
。

（
2
一
『
朱
子
語
類
』
巻
二
二
、
淳
録
。

一
3
）
『
朱
文
公
文
集
』
巻
四
八
、
　
「
答
呂
子
約
」
。

一
4
一
此
道
艘
也
。
天
運
而
不
已
、
日
往
則
月
來
、
寒
往
則
暑
來
、

　
　
不
息
、
物
生
而
不
窮
、
皆
與
道
爲
艘
。
　
一
『
論
語
集
注
』

　
　
「
子
雫
第
九
」
一

水
流
而

巻
五
、

（
5
一
『
朱
子
語
類
』
巻
三
六
、
節
録
。

（
6
）
『
朱
子
語
類
』
巻
六
、
寓
録
。

一
7
一
『
朱
子
語
類
』
巻
六
二
、
義
剛
録
。

（
8
一
『
朱
子
語
類
』
巻
七
四
、
端
蒙
録
。

（
9
）
『
朱
子
語
類
』
■
巻
六
、
伯
羽
録
。

（
1
0
）
『
朱
子
語
類
』
巻
六
〇
、
杜
仲
録
。

一
と
言
物
則
氣
與
理
皆
在
其
中
。
　
（
『
朱
子
語
類
』
巻
六
八
、
高
録
）

一
1
2
一
『
朱
子
語
類
』
巻
五
、
蓋
卿
録
。

（
1
3
一
『
朱
子
語
類
』
巻
五
、
端
蒙
録
。

（
1
4
一
明
徳
者
、
人
之
所
徳
乎
、
而
虚
不
味
、
以
具
衆
理
而
腰
萬
事
物
也
。

　
　
（
『
大
學
章
句
』
経
一
章
）

（
b
一
虚
露
自
是
心
之
本
磯
、
非
我
所
能
虚
也
。
耳
之
視
聴
、
所
以
視
聴
者

　
　
即
其
心
也
。
　
一
『
朱
子
語
類
』
巻
五
、
人
傑
録
）

（
1
6
）
『
朱
子
語
類
』
巻
六
四
、
文
蔚
録
。

（
1
7
一
性
是
心
之
膿
、
情
是
心
之
用
。
　
（
『
朱
子
語
類
』
巻
一
一
九
、
義
剛

　
　
録
一

（
1
8
一
性
是
膿
、
情
是
用
。
　
（
『
朱
子
語
類
』
巻
五
、
杜
仲
録
）

一
1
9
）
心
是
艘
、
護
於
外
謂
之
用
。
　
〈
『
朱
子
語
類
』
巻
九
八
、
杜
仲
録
）

（
2
0
一
『
朱
子
語
類
』
巻
五
、
謙
録
。

一
2
1
一
謂
如
見
儒
子
入
井
、
而
有
側
隠
之
心
、
便
照
見
得
有
仁
在
里
面
。
見

　
穿
之
類
、
而
有
差
悪
之
心
、
便
照
得
有
義
在
里
面
。
蓋
這
側
隠
之
心

　
層
仁
、
必
有
這
仁
在
里
面
、
故
護
出
來
傲
側
隠
之
心
。
養
悪
之
心
囑

　
義
、
必
有
這
在
里
面
、
故
麓
出
來
傲
差
悪
之
心
。
　
一
『
朱
子
語
類
』

　
巻
五
三
、
寿
一
録
）

（
2
2
）
心
是
動
底
物
事
、
自
然
有
善
悪
。
　
（
『
朱
子
語
類
』
巻
五
、
謙
録
）

一
2
3
一
『
朱
子
語
類
』
巻
九
八
、
杜
仲
録
。

（
2
4
）
朱
子
の
心
・
性
・
情
、
已
発
・
未
発
に
つ
い
て
の
思
想
変
化
は
、
中

　
　
国
学
者
陳
来
の
『
朱
喜
一
哲
学
研
究
』
の
心
性
論
部
分
に
詳
し
く
論
述

　
　
し
て
あ
る
。
本
研
究
の
着
目
点
は
、
思
想
構
造
に
あ
る
の
で
、
思
想

　
　
変
遷
に
つ
い
て
の
内
容
は
省
略
す
る
。

（
2
5
）
『
朱
子
語
類
』
巻
五
、
可
學
録
。

（
2
6
）
陳
来
は
「
知
豊
之
心
不
囑
形
而
下
者
、
不
可
言
氣
」
、
す
な
わ
ち
知

　
覚
の
心
と
は
形
而
下
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
気
と
言
う
べ
き
で
は

　
　
な
い
と
主
張
し
て
い
る
（
『
朱
喜
一
哲
学
研
究
』
1
5
8
頁
を
参

　
　
照
一
。
筆
者
は
こ
の
見
解
に
賛
同
し
な
い
。
知
覚
と
し
て
の
心
は
思

　
惟
器
官
の
機
能
で
あ
る
故
に
、
知
覚
の
心
を
物
と
等
し
く
見
て
は
い

　
　
け
な
い
の
は
正
し
い
け
れ
ど
も
、
形
が
な
い
と
言
っ
て
、
そ
の
心
は

　
　
形
而
下
で
は
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
は
問
違
い
で
あ
る
。
形
而
下
と

　
　
し
て
、
形
が
な
い
も
の
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
朱
子
は
ま
た
気
と
質

　
　
の
区
別
を
設
け
て
い
る
（
『
朱
子
語
類
』
巻
一
に
「
陰
陽
是
氣
、
五
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行
是
質
。
有
這
質
、
所
以
倣
得
物
事
出
來
」
と
、
気
・
質
を
分
け

　
　
て
、
質
は
有
形
の
物
事
と
指
摘
し
て
い
る
一
。
陳
氏
は
朱
子
の
「
心

　
　
比
性
則
微
有
跡
、
比
氣
則
自
然
又
霊
」
　
一
『
朱
子
語
類
』
巻
五
）
、

　
　
す
な
わ
ち
心
は
性
よ
り
微
か
に
し
て
跡
が
あ
り
、
気
よ
り
自
然
に
し

　
　
て
霊
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
を
根
拠
に
し
て
、
心
は
形
而
下
で

　
　
は
な
い
と
し
た
。
実
は
微
か
な
跡
が
、
朱
子
の
形
而
上
下
を
分
け
る

　
　
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
心
の
霊
た
る
機
能
が
、
気
だ
け
の
も
の
で
は
な

　
　
い
、
朱
子
は
心
の
霊
は
気
の
為
せ
る
も
の
か
の
質
問
に
、
次
の
よ
う

　
　
に
答
え
た
。
　
「
不
專
是
氣
、
是
先
有
知
豊
之
理
。
理
未
知
豊
、
気
聚

　
　
成
形
、
理
與
氣
合
、
便
能
知
豊
」
　
（
『
朱
子
語
類
』
巻
五
一
、
す
な

　
　
わ
ち
気
だ
け
で
は
な
い
、
先
に
知
覚
の
理
が
あ
る
。
理
は
知
覚
が
な

　
　
い
、
気
が
集
っ
て
形
に
な
り
、
理
と
気
が
合
わ
せ
ら
れ
れ
ば
、
知
覚

　
　
は
で
き
る
と
。
理
気
が
不
離
不
雑
で
あ
り
、
形
而
上
は
形
而
下
を
通

　
　
じ
て
現
れ
る
が
、
形
而
下
に
等
し
く
な
い
。
朱
子
は
理
と
気
が
そ
れ

　
　
ぞ
れ
階
層
を
有
す
る
こ
と
を
許
す
け
れ
ど
も
、
形
而
上
下
を
混
同
す

　
　
る
こ
と
は
許
さ
な
い
。
器
官
の
機
能
と
し
て
の
心
（
知
覚
の
心
一
も

　
　
形
而
下
で
あ
る
こ
と
は
明
白
の
こ
と
で
あ
る
。
朱
子
は
「
心
が
気
の

　
　
精
爽
」
と
い
う
の
も
、
決
し
て
気
の
枠
を
越
え
て
言
っ
て
い
る
も
の

　
　
で
は
な
い
。

（
2
7
）
襲
於
智
識
念
慮
慮
、
皆
是
情
。
　
（
『
朱
子
語
類
』
巻
九
八
、
護
録
）

　
（
ろ
・
が
く
か
い
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
学
中
一
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